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富山県におけるスギノハダニの個体数の季節的変化

Z雪   オ寸 正  史

Seasonal Trends in the Number of Sugi Spider Mites,

Oι JgοηycんasんοηdοθηsJs(EHARA), in Toyam Prefecture

Masashi NIsHIMURA

要旨 :富山県におけるスギノハダニの個体数の季節的変化を明らかにするために,1976

年から1980年 までの 5か年間富山県林業試験場構内の若齢スギ林分において調査を行った。

その結果,秋に発生のピークがくる一山型の季節的消長が毎年観察された。これは,夏か

ら秋にかけての温度及び湿度といった気象条件がスギノハダニの増殖にとって基本的によ

い条件となりやすいためであると考えられる。個体数の変化に大きな影響を与える要因と

しては,降水量とスギノハダニの吸汁によるスギの栄養条件の変化があげられる。

I.は  じ め に

スギノハダニの個体数の季節的変化については,

薬剤による防除の適期を決定するうえで重要な要素

となるために今日まで多くの調査研究が行われ,春

と秋に発生のピニクがくる二山型で,一般的には春
のピークの方が大きいとされてきた
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ところハ

西村
)は
多くの報告をもとにスギノハダニの個体数の

季節的変化について再検討を加え, スギノハダニの

個体数のピークが春にくるか秋にくるかの違いはあ

るものの,基本的には、山型の季節的消長を示すこ

とを指摘した。

本県におけるスギノハダニの季節的消長について

は1976年から1980年まで調査を行い,そ の一部につ

いてはすでに報告したが ,秋に発生のピークがくる

一山型であることが明らかになったので,そ の結果

を報告する。

Ⅱ.調査地及び調査方法

1976年の調査では富山県林業試験場構内のスギ見

本林にある樹高 4～ 5mのアキタスギから3本 を選
んで行った。1977年以後もこの 3本のスギで調査を

続けて行くには,樹高が高くなりすぎてサンプリン

グが非常に難しくなることが予想されたので,約50

m離れた圃場に播種後 4年 を経過 したタテヤマスギ

を1977年 4月 22日 に1.5m間隔で35本植栽し, 調査

に供 した。

1976年の調査では,個々のスギの樹冠を高さ,方

位によって区分した12の部分より先端から10clnの 長

さの月ヽ枝をランダムに 1サ ンプルずつ採集し,試験

管 (直径3.5cln,長 さ12.5cln)に 入れて研究室に持ち帰

り液浸法
°°
によリスギノハダニの個体数を調べた。

調査 した小枝はその側枝も測定して全長を求め,小

枝 l clnあ たりの個体数に換算して解析に供した。な

お,液浸法に用いた0.25%NaOH溶 液は,常温でも

夏卵については落下率が低かったので沸騰させたも

のを用いた。

1977年 以後も原則として同様な方法によって調査

を行ったが,次の点で少 し異なる方法 をとった。

すなわち,1979年 まではスギの 1本あたりの葉量が

少なかったので,先端より5 cmの小枝を個々の調査

木よリランダムに1～ 3サ ンプルずつ採集した。1980

年になるとスギ 1本あたりの葉量も多くなったので

先端より10clnの小枝を個々の調査木よリランダムに

2サ ンプルずつ採集した。サンプルはスチロール製

の容器 (直径3.5 cln,高 さ7 cm)に入れて研究室に持
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ち帰り,-20℃ の冷凍庫に貯蔵 しておき,随時,液
浸法によリスギノハダニの個体数を調べたl

このような方法によって1976年 は6月 から12月 ま

で15日 おきに,1977年以後は 4月 から11月 ないしは

12月 まで10日 ないしは15日 おきに調査を行った。

Ⅲ。結   果

1976年 はスギノハダニの個体数が比較的低密度状

態にあったためか特徴的な季節的変化は観察されな

かつたが,卵の場合,幼虫,亜成虫,成虫をこみに
した場合 (以下ハダニという),すべてのステージを

こみにした場合,調査を開始した6月 から10月 にか
けてそれぞれの個体数は,変動しながらも増カロする
傾向が認められた (図 -1)。

1977年 から1980年 までの結果については,同一の

場所で調査したので一括して図-2に示した。1977
年から1979年 までの 3か年間は,毎年ほぼおなじよ
うな季節的消長が観察された。4月上旬ないしは中

旬より越冬卵からふ化したスギノハダニは, 5月 頃

突発的な密度の上昇がみられるものの, 6月 ないし

は 7月 頃にかけて急激に減少していった。この突発

的なピークは,図 -2に示したようにその大部分が
夏卵によって占められている。しかも越冬卵からの

ふ化直後と思われるハダニのピークの後に夏卵のピ

ークがきており,そ の期間は約 1か月であることか

らこの季節のスギノハダニの一世代の期間に相当す
3)

る。したがって, この夏卵のピークは第一世代の成

虫による産下卵であると思われる。 5月 の突発的な

ピーク時の夏卵の密度は越冬後の最初の調査におけ

る越冬卵の密度よりも減少しており,このピークは

みかけ上の増加を示しているにすぎないことがわか

る。

ところが, 7月 ないしは 8月以後になるとスギノ

ハダニの個体数は逆に増加しはじめ,10月 上旬には

ピークに達 した。この間の個体数の変化は指数曲線

的な増加であることが示された (図 -3)。 ピークに

達した後,秋の密度レベルは越冬卵の形で維持され
翌年の春に至ることが観察された。しかしながら,
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図-1 1976年におけるスギノハダニの季節的消長
Aは卵について,Bは幼虫,亜成虫,成虫をこみにした場合について,Cはすべてのステージを
こみにした場合について表わしたものである。

Seasonal changes in the number Of sutti spider mites in 1976

-A― :Egg.
――B― :Larva, nymph, and adult are includea

―C― :All develomental stages are included.
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したがって,春の方が秋よりも著しく密度レベルが

高いという違いはあるものの,季節的消長のパター

ンとしては,1977年 から1979年のそれとほぼ同じで

あるといえる。

以上のことから本県におけるスギノハダニの季節

的消長の特徴は,夏から秋にかけて増加し10月 上旬

頃にピークに達し,越冬後減少して夏に至る一山型
のパターンであることが明らかになった。

Ⅳ.考 察

振:急菫祟L:懲 訃 漏 裏魯1鱒 i廷
の季節的消長が気象要因に影響されていると考え,

いろいろな温湿度条件下で実験を行い,極端な乾燥

条件でないかぎり,20℃ ～25℃ の温度が発育にもっ

とも適していることを明らかにしている。 したがっ
て,図-1,図 -2に示したように本県の場合, 6
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図-2 1977年から1980年 までのスギノハダニの季節的消長
Aは すべてのステージをこみにした場合について,Bは幼虫,亜成虫,成虫をこみにした場合に
ついて,Cは卵についての個体数の季節的変化を,そ れぞれ示 してある。
Seasonal changes in the number oF sugi spider mites in 1977-1980.

―A― :All developmental stages are includeと
一B― :Larva,nymph,and adult are includea

―C― :Egg。
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月から9月 までの温度条件に関する限り,ス ギノハ

ダニの生育にとってよい条件であるといえる。また

4月 から5月 までは10℃ ～20℃ で,6月 から9月 ま
での温度条件には及ばないものの,必ずしも悪い条
件下にあるとは考えられない。しかし,30℃ を越す

とスギノハダニの生存率の低下や 1雌あたりの産卵

数が減少すると指摘されている
1)2を

図-2に示めした
ように,1978年 の夏は例年になく高温で30℃ をこえ

る日が多く観察されたが,ス ギノハダニの個体数は
8月 中旬頃わずかに減少したにすぎない。湿度につ

いては特に示さなかったが,極端な乾燥状態の日が
集中して観察されるようなことは,ス ギノハダニの

活動期間中ほとんどなかった。したがって,ス ギノ
ハダニの個体数は温度及び湿度に関する限り,本県
では夏から秋にかけての季節に増加しやすい条件下

にあると考えることができる。

このような温湿度条件を反映して夏から秋にかけ

ては,少なくとも増加することが観察され,10月 上
旬にはスギノハダニの密度はピークに達した。しか

[〔薫 :h〔「 T練軍雪 、こ彗」
41為
tll:J

量の降水によってスギノハダニの密度が著 しく減少

したことを報告している。 ミカンハダニでは風と降

雨の影響を実験的に調べ,個体数の減少が確かめら
れている
Mtそ
こCぉ のおのの年の夏から秋にかけ

ての降水量を比較する必要がある。まず,高 い密度
レベルに達 した年についてみると,1977年及び1978

年は 7月 から9月 の降水量が200 mm前後以下であり

1979年 は 9月 に多量の降水があったが,そ の 3分の

2は下旬に観察されており, 7月 から9月 中旬まで

はきわめて少なかった (図 -2)。 一方,低い密度レ
ベルにしか達しなかった年についてみると,1976年

は 8月 及び 9月 に,1980年は 7月 に4001nlnを こす降

水量が観察された (図 -2)。 また,1979年 は 7月 中

旬から9月 中旬頃までスギノハダニの増加率は一定

であったが、その後の増加率は著しく減少した (図

-3)。 この時期は降水量が多くなった時と一致するc

1980年 の9月 の降水量は図-2に示したように非常
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に少なかったが,そ の間のスギノハダニの個体数は

低密度ながらも指数曲線的に増加した。以上のこと

から,風についての観察は行っていないので,そ の

影響については不明であるが,少なくとも降水量の

多少はスギノハダニの個体数の増加減少に大きな影

響を与えていると考えることができる。

越冬卵は,秋の密度レベルを春まで維持する役割

をになっていると思われるが,1978年 から1979年 に

かけてはそれが約半分に減少した。例年ならば 2年

生のスギは雪に埋まってしまうのであるが, この年

は図-2に示すように著 しい暖冬であったので,冬
期間埋雪することなく風雨にさらされたために越冬

卵が減少したと考えられる。このことからも降水量

や風の影響が示唆される。

一方,1976年 は 6月 から調査 したので不明である

が,そ の他の年は 4月 から6月 にかけては低密度状

態であるか,高密度レベルの越冬卵から急激に減少

するかのどちらかであり,少なくともスギノハダニ

の個体数が増加するようなことは観察されなかった。

この期間の気象条件は,ス ギノハダニの増殖にとっ

て必ずしも悪い条件であったとは考えられないので

増カロしてもよいはずである。 にもかかわらず, 現実
には減少ないしは低密度に終わった。その原因とし

てまず考えられるのは1978年 から1980年 までの 3か

年の春の減少はそれぞれ前年の秋に高密度レベルに

達していることが共通して認められ,ス ギノハダニ

の吸汁によって針葉の栄養条件が悪化したためと考

1飾
『
hi多∴ ζ魚篭 首 名訛 観 1写 獅

栄養条件の悪化が原因ではないかと指摘している。

1977年 の春は,同年の 4月 から6月 の気象条件及び

前年の秋のスギノハダニの密度レベルからみる限り

増加してもよい条件下にあると思われたが,実際は

低密度で推移した。このことは気象条件以外のなん

らかの要因が作用したものと思われるが,そ れが
猛

であるかは今回の調査では不明である。永井・香田

によれば,越冬卵の調査が行われていないことや,

調査期間が 4月 から12月 までであるためにみかけ上

_山型になってはいるものの,春に増殖をともなっ

たピークがくると思われる季節的消長が本県でも観

察されており,こ の点についてはさらに詳しく調査

を行い検討する必要があろう。
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Summery

The nwnber of sngi spider mites were estimated at the yowrg Cryptomeria plantations in Toyama
Prefectural Forest E:<periment Station during five years from 1976 throrgh 1980. Sisrilrr seasonal
fluctuation potterats with one peak in autwnn were observed every year, beceuse the weather aqd6q1s,
temperahrre ard hunfttity, from summer to auh.mn are bccically favarable to the increase of the mite-
population" Rainfall ard the clrange of leaves in nutrition owing to the mite infestatiqr would be con-
sidered to play important roles in the population charqges.




